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2010.11.17 第2四半期決算説明会

20201010年年1111月月1717日日（（水水））

新電元工業株式会社新電元工業株式会社

第第8888期（期（20201111年年33月期）月期）

第２四半期第２四半期決算説明会決算説明会

2010.11.17 第2四半期決算説明会

２０２０１１１１年年３３月月期期 第２四半期第２四半期

決算内容決算内容
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２０２０１１１１年年３３月月期期 第２四半期第２四半期連結業績連結業績

2010年3月期 2011年3月期
第2四半期 第2四半期

売上高 335 452 116

営業利益 2 43 40

経常利益 △ 1 33 34

四半期純利益 △ 19 24 44

比較

（単位：億円（単位：億円））億円億円未満未満切捨て切捨て

ポ
イ
ン
ト

１．１．産業機器市場中心に半導体需要堅調産業機器市場中心に半導体需要堅調

２．アジア二輪車市場拡大、国内通信市場堅調２．アジア二輪車市場拡大、国内通信市場堅調

３．増収効果・構造改革効果により、営業利益大幅改善３．増収効果・構造改革効果により、営業利益大幅改善

2010.11.17 第2四半期決算説明会

連結売上高・営業利益推移連結売上高・営業利益推移 （単位：億円（単位：億円））
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セグメント

報告セグメント報告セグメント

デバイス事業デバイス事業

その他その他

デバイス事業デバイス事業

モジュール事業モジュール事業

システム事業システム事業

その他事業その他事業

セグメントの区分変更セグメントの区分変更

モビリティ･新エネルギーモビリティ･新エネルギー

分野を集約分野を集約

情報･通信市場に特化情報･通信市場に特化

新セグメント新セグメント旧セグメント旧セグメント

機器事業機器事業

2010.11.17 第2四半期決算説明会
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20201010年年33月期月期 第第22四半期四半期

20201111年年33月月期期 第第22四半期四半期

10/3
上期

セグメント別セグメント別売上高売上高

モジュール
その他

（単位：億円（単位：億円））億円億円未満未満切捨て切捨て

システム

11/3
上期

※２０１０年３月期第２四半期の売上高は、新セグメントに組替えて記載しております。

当該数値に関しては、会計監査人の監査を受けておらず、あくまでも参考値であることをご了承下さい。

＜外部顧客への売上高ベース＞＜外部顧客への売上高ベース＞
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全社費用

（単位：億円（単位：億円））億円億円未満未満切捨て切捨て

デバイス

モジュール

システム その他

10/3
上期
11/3
上期

20201010年年33月月期期 第第22四半期四半期

20201111年年33月期月期 第第22四半期四半期

＜セグメント間の内部売上高又は振り替え高を含む営業利益ベース＞＜セグメント間の内部売上高又は振り替え高を含む営業利益ベース＞

※２０１０年３月期第２四半期の売上高は、新セグメントに組替えて記載しております。

当該数値に関しては、会計監査人の監査を受けておらず、あくまでも参考値であることをご了承下さい。

2010.11.17 第2四半期決算説明会

営業利益営業利益 ２２億円億円 ４３４３億円億円

①① 増収効果増収効果

②② 構造改革構造改革

⑤⑤ 為替為替

営業利益増減の要因営業利益増減の要因

増益要因増益要因

③③ 労務費増加労務費増加

④④ 販管費増加販管費増加 （研究開発費含む）（研究開発費含む）

⑥⑥ 棚卸評価棚卸評価

⑦⑦ 材料費高騰材料費高騰

減益要因減益要因

20201010年年33月期月期
第第22四半期四半期

20201111年年33月月期期

第第22四半期四半期

（単位：億円（単位：億円））億円億円未満未満切捨て切捨て
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単位：百万円未満切捨て純資産推移純資産推移((連結ベース）連結ベース）

項目 08年3月期 09年3月期 10年3月期 10年9月期

（実績） （実績） （実績） （実績）

純資産 資本金 14,773 14,773 17,823 17,823

資本剰余金 13,982 13,981 13,555 10,336

利益剰余金 11,257 -2,640 390 6,011

自己株式 -93 -103 -105 -107

株主資本 39,920 26,010 31,663 34,064

評価差額金 148 -1,237 873 235

為替換算調整勘定 245 -1,382 -1,144 -1,345

少数株主持分 331 373 436 474

計 40,645 23,764 31,829 33,428

総資産合計 105,407 90,620 97,965 104,236

自己資本比率 38.25% 25.81% 32.00% 31.60%

2010.11.17 第2四半期決算説明会

通期の見通し通期の見通し
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売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

通期 819 50 40 25

２０２０１１１１年３月期年３月期 連結業績（見通し）連結業績（見通し）

ポ
イ
ン
ト

１．１．半導体需要減少傾向、先行き不透明半導体需要減少傾向、先行き不透明

２．アジア二輪車市場好調、国内通信市場堅調２．アジア二輪車市場好調、国内通信市場堅調

３．市場動向を注視、当初計画据え置き３．市場動向を注視、当初計画据え置き

（単位：億円（単位：億円））億円億円未満未満切捨て切捨て

2010.11.17 第2四半期決算説明会

20201111年年33月期の業績見通しにつきましては、月期の業績見通しにつきましては、

現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、

多分に不確実な要素を含んでおります。多分に不確実な要素を含んでおります。

従いまして、実際の業績は業況の変化などにより従いまして、実際の業績は業況の変化などにより

記載の見通しとは異なる結果となる可能性があります。記載の見通しとは異なる結果となる可能性があります。

Maximizing energy conversion efficiency Maximizing energy conversion efficiency 
for the benefit of humanity and societyfor the benefit of humanity and society


